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自
分
に
と
っ
て
条
件
設
定
が
悪
い
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
と
き
、

あ
な
た
な
ら
何
と
言
う
だ
ろ
う
か
。「
こ
ん
な
条
件
で
は
ゲ
ー

ム
に
な
ら
な
い
よ
！
」
と
嘆
く
だ
ろ
う
か
。
ゲ
ー
ム
に
負
け
た

と
き「
こ
れ
で
は
勝
て
る
わ
け
が
な
い
」と
ぼ
や
く
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
現
実
、
中
小
企
業
の
多
く
は
、
こ
う
し
た
条
件
の

な
か
で
日
々
戦
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
資
本
力
、
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
、
と
く
に
人
材
面
に
お
い
て
、
大
企
業
に
比
べ
て
有

利
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
を
嘆
き
、
ぼ
や
い
て
も
仕
方

が
な
い
。
そ
の
条
件
で
勝
つ
た
め
の
方
法
を
考
え
抜
き
、
実
行

し
な
け
れ
ば
、中
小
企
業
は
あ
っ
と
い
う
間
に
潰
れ
て
し
ま
う
。

　
万
協
製
薬
は
、
中
小
企
業
が
生
き
残
り
、
成
長
す
る
た
め
の

経
営
努
力
の
本
質
を
伝
え
て
く
れ
る
好
事
例
と
し
て
、
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｋ
Ａ
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
社
は
、
ス
キ
ン
ケ
ア
専
門
の
製
薬
会
社
で
あ
る
。
本
社
は

三
重
県
多
気
郡
多
気
町
。
実
は
、
創
業
の
地
は
神
戸
で
あ
る
。

し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
す
べ
て
を
失
っ
た
。
助
け
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
、
長
年
一
社
独
占
で
取
引
し
て
き
た

会
社
か
ら
は
、
あ
っ
さ
り
見
捨
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
地
獄
の

よ
う
な
日
々
の
連
続
。
縁
あ
っ
て
、
多
気
町
の
物
件
紹
介
を
受

け
る
。
資
金
面
か
ら
ほ
か
に
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、

松
浦
信
男
社
長
に
は
、
一
つ
の
信
念
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
は
、

今
度
こ
そ
「
人
に
必
要
と
さ
れ
る
会
社
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
震
災
で
、
顧
客
、
従
業
員
、
地
域
の
誰
か
ら
も

必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
悔
し
さ
か
ら
生
ま
れ

た
信
念
で
あ
っ
た
。
移
転
後
の
同
社
の
経
営
は
、
す
べ
て
そ
の

信
念
に
基
づ
く
創
意
工
夫
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
製
薬
会
社
な
の
で
、
開
発
や
製
造
に
は
高
度
人
材

が
多
く
必
要
だ
が
、こ
こ
は
人
口
約
１
万
５
千
人
の
山
間
部
だ
。

人
を
選
別
す
る
余
裕
も
な
い
。
そ
こ
で
松
浦
社
長
は
「
だ
っ
た

ら
、
年
齢
、
学
歴
、
性
別
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

が
活
躍
し
、
成
長
で
き
る
会
社
を
つ
く
ろ
う
」
と
考
え
た
。

　
ま
ず
、
会
社
が
魅
力
的
で
、
安
心
し
て
働
け
る
場
所
で
あ
る

こ
と
が
基
本
だ
と
考
え
、さ
ま
ざ
ま
な
社
員
が「
融
通
の
利
く
」働

き
方
が
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
た
。
そ
の
う
え
で
、
各
部
門
の

仕
事
内
容
は
細
部
ま
で
洗
い
出
し
て
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
た
。
可

視
化
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
そ
の
仕
事
で
必
要
な
業
務
を
習
得

し
や
す
く
し
た
の
だ
。
項
目
ご
と
に
点
数
化
し
、
評
価
に
も
活

用
。自
分
の
成
長
や
学
習
ポ
イ
ン
ト
も
具
体
的
に
実
感
で
き
る
。

　
徹
底
し
た
情
報
公
開
と
権
限
委
譲
も
行
っ
た
。
社
員
が
自
分

で
考
え
る
た
め
に
、
ほ
ぼ
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
共
有
さ
れ
る
。
そ

し
て
社
員
が
考
え
て
、
決
め
た
こ
と
は
徹
底
尊
重
。
社
長
が
覆

す
こ
と
は
し
な
い
。
お
の
ず
と
社
員
は
仕
事
が
楽
し
く
な
り
、

主
体
的
提
案
と
学
習
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
個
人
依
存
で
は
な
く
ス
ー
パ
ー
チ
ー
ム
で
戦

う
組
織
開
発
を
行
う
。
例
え
ば
、「
積
極
的
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
実
施
を
通
じ
て
、
社
員
は
個
人
の
能
力
開
発
の
み

な
ら
ず
、
全
社
最
適
で
仕
事
を
す
る
俯
瞰
力
や
強
固
な
人
間
関

係
を
醸
成
し
て
い
る
。
所
属
を
超
え
た
疑
似
家
族
シ
ス
テ
ム

の
「
プ
チ
コ
ミ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
な
ど
、
仲
間
思
い
の
関
係
性
が

育
ま
れ
る
仕
組
み
も
豊
富
だ
。
そ
し
て
、
経
営
幹
部
は
社
員
満

足
度
（
Ｅ
Ｓ
）
に
い
か
に
貢
献
し
て
い
る
か
と
い
う
指
標
で
、

社
員
か
ら
評
価
を
受
け
る
。

　
こ
の
結
果
、
取
り
組
み
が
評
判
を
呼
び
、
高
度
人
材
の
採
用

が
可
能
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
い
。
顧
客
本
位
の
問
題
解
決
を

全
社
一
丸
で
行
う
、
顧
客
に
と
っ
て
も
必
要
な
会
社
と
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
取
引
先
は
１
１
０
社
を
超
え
、
年
商
も

震
災
前
の
２
億
円
か
ら
約
42
億
円
（
19
年
3
月
期
）
に
成
長
し

た
。
万
協
製
薬
は
、
も
は
や
外
か
ら
来
た
ち
っ
ぽ
け
な
会
社
で

は
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
に
も
な
っ
た
の
で
あ

る
。

株式会社道
タオ

代表取締役 河合太介

Kawai Daisuke
経営コンサルタント。長銀総合研究所、ワトソンワイアットを経て
現職。早稲田大学 大学院経営管理研究科 非常勤講師。28万部超の
ベストセラーとなった『不機嫌な職場』（共著、講談社）、『本物のリー
ダーは引っ張らない』（講談社）等著書多数。

連載　第 3 回「作品主義」「品質経営」を掲げ、建築への並々ならぬこだわりを持
つ竹中工務店。自社ビルも熱意とチャレン

ジ精神にあふれている。大阪本店と並ぶ重要な事業拠点である東京本店（江東区）は、
2004年の竣工以来２度の改修を重ね、2018年に終了した今回の改修では、「新た
な価値創造と生産性向上」を目指し、ビルから“ひと”へフォーカスした。
　「執務環境改善や意識高揚を図るだけでなく、業務プロセス変革やダイバーシティ
推進も狙いです。東京本店はとくにオープンイノベーションによる新しい価値創造を
目指しました」と、ワークプレイスプロデュース本部 岩﨑太子郎氏は語る。
　革新的な取り組みが評価され、2019年度日経ニューオフィス賞を受賞。なかでも、
目を引くのは、緑に囲まれたワークラウンジ「KOMOREBI」（表紙）と、知的創造
性を引き出す図書ラウンジ「IZUMI」。いずれも、心のリラックスだけでなく、業務
への集中とコミュニケーション活性化の効果が表れている。社員の評判も上々だ。
　改修時に同社が心がけたことは、働く人の声を聴きながらオフィスをつくること
だった。「71回ワークショップを開催し、延べ3500人もの社員が参加してさまざま
な意見交換が行われました。活動を通じてオフィスへの愛着が高まっています」と同
本部の下田洋輔氏は振り返る。
　みんなの理想のオフィスを目指すからこそ、使用開始後も改善は絶え間なく続く。
「チューニング活動」と呼び、その一環として行ったのが「写真日記」。社員がオフィ
スで気づいたモノ・コトを写真に撮り、コメントを添え一覧にしてワークショップを
開催。それを見たワークショップ参加者が、共感する写真に付箋を貼って感想を残す
ことで、多くの社員が問題を共有する仕掛けになっている。
　「言葉だけだと共感を得にくいことも、写真で見ると『これは私も思っていた』と言っ
てくれます」（総務部 小口夕紀子氏）。カルチュラル・プローブ（文化推測）という
デザイン思考の手法だが、従来のアンケート調査よりもはるかに改善効果があるとい
う。品質向上とともに人を思いやる。まさに「建築」から「健築®」＊へ──。ハード
だけでなくソフト面の工夫と先進性が光るオフィスづくりである。

＊健築®とは、竹中工務店が行っている、これまでの建築づくりやまちづくり
の枠を超えて、誰もが健やかで、心豊かに生きていける場所を築いていく活動。

KAIKAを支援する!　JMAの事業活動のご紹介

急激な変化に対応していくためには、「チーム力向上」「エンゲージメント向
上」「働き方改革」といった組織課題を解決することが非常に重要です。
JMAは、組織開発やダイバーシティに関する課題に対応するためにお
役立ていただける研修を多数ご用意しています。

組織デザイン

組織設計

組織風土の改革

コミュニケーション活性化

エンゲージメント向上

モチベーション向上

チーム力向上

生産性向上
ダイバーシティ推進 女性活躍推進

セルフマネジメント

レジリエンス

詳しくはこちら

人材育成サポートウェブ 組織開発 JMA 人材育成サポートウェブ

人材育成サポートウェブ
─組織開発・ダイバーシティ─ 一方通行型ではなく、ワークやディスカッションが豊富な、

「双方向型プログラム」が特徴です。また、JMA公開
研修ならではの質の高い他社交流をご体感いただけま
す。多様化する経営課題に対応する“今だからこそ必要
なテーマ”をはじめ、注目のオンライン研修を紹介して
います。

その他、「リモート時のマネジメント」「OJT」等のテーマを多数
掲載していますのでぜひご覧ください。

ラインナップ（例）

変化が激しく複雑な
“いま”求められる

「システム思考」の原則と
ツール活用研修

困難な状況に
しなやかに対処する レジリエンス入門セミナー

新しい働き方に対応した
制度を考える

在宅勤務の労務管理課題
解決のための勉強会

JMAのオンライン研修

図書ラウンジIZUMIに併設されているBIMスタ
ジオ。3次元モデリングを投影しながら設計を検
討していくことができる

右： ワークプレイスプロデュース本部コンサルティング/
プランニング2グループ長 岩﨑太子郎氏

左： 同グループ 主任  下田洋輔氏
中： 総務部 総務グループ  小口夕紀子氏

今月の
表紙 株式会社竹中工務店 東京本店

受賞事例から学ぶ
開花の根っこ［3］

万協製薬株式会社
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